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児童生徒のあいさつ・感謝・謝罪スキルと
学校適応感の関連に関する調査研究（ ）

― 水準モデルに基づく検討―

○藤原健志（埼玉学園大学） 藤枝静暁（埼玉学園大学）
和気淑江（埼玉学園大学大学院） 相川 充（筑波大学）
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問題と目的

大対他(2007)は，学校適応アセスメントの 3 水

準モデルを提案している。本研究の目的は，この

モデルに基づき，第 1 水準に教師と児童のソーシ

ャルスキル（行動的機能），第 2 水準に児童の学

業的機能と児童の社会的機能（児童同士の人間関

係の良好さと助け合い），そして第 3 水準に学校

適応感（安心感）を配置し，これらの関連を，教

師評定データを用いて明らかにすることである。

方 法

調査対象者 関東地方の小学校に勤務する担任教

師 70 名であった。

調査時期 2018 年 7 月～8 月であった。

調査内容 水準 1 の評価：あいさつ，感謝，謝罪

の 3 スキルについて，教師自身の実行（各 1 項目）

と教師から見た児童の実行（各 2 項目）について，

各スキル 3 項目ずつ（計 9 項目），4 件法で尋ね

た。また感情制御とルール遵守について，1 項目

ずつ（4 件法）で尋ねた。水準 2 の評価：児童の

人間関係，助け合い，学習活動の 3 項目（4 件法）

であった。水準 3 の評価：学級生活安心感（1 項

目 4 件法）であった。その他，性別，年齢，勤務

年数，担当学年等を尋ねた。

結果と考察

3 水準モデルに基づき，各変数を配置した共分

散構造分析に基づくパス解析を行った（Figure）。
その結果，適合度指標においておおむね十分な値

が 得 ら れ た （ χ2(35)=33.713, ns, GFI=.928,
AGFI=.839, CFI=1.000, RMSEA=.000）。

特に教師の感謝スキルの高さが，（教師が評定す

る）児童の感謝スキルと中程度の関連を有し（β

=.585, p<.01），それが児童の学業的機能（β=.190,
p<.10）や児童の社会的機能（β=.500, p<.01）を介

して学校適応感を向上させることが明らかとなっ

た。学校適応感に対する教師の感謝スキルが与え

る標準化総合効果は.172 であり，教師の挨拶スキ

ル（-.020）や同謝罪スキル（.033）に比べて大き

かった。教師評定データによる 3 水準モデルの妥

当性が示され，かつ教師のスキルが児童のスキル

向上を介して児童の適応感を向上させることが示

唆され，教師のスキル向上の重要性が明らかとな

った。

**p <.01, *p <.05, †p <.10

同一水準の誤差項間の共分散・相関係数の値は省略。

有意傾向以上のパスのみ，太矢印・係数を示した。

Figure　3水準モデルに基づくスキルと適応感の関連
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他者意識は対象や知的好奇心の高さによって異なるのか

野上俊一（中村学園大学）

キーワード：他者意識，共感的好奇心，知識量

問題と目的

学習指導要領では，学習方法としてアクティ

ブ・ラーニングの視点からの授業作りが強調され

「主体的・対話的で深い学び」という点から授業

改善を行うことが推奨されている 文部科学省，

。特に，主体的な学びでは，学ぶことに興味

や関心を持つこと，すなわち，学習課題に対して

知的好奇心を持つことが学びにおいて大きな役割

を果たすことが予想される。

野上 は，知的好奇心とそれに基づく行動

には，対象についての知識量が多い分野と少ない

分野で違いがあると想定し，知識量を多いと評定

した分野の知的好奇心が知識量を少ないと評定し

た分野のそれよりも高く，学習行動もより適応的

であることを示した。

一方で，対話的で協同的な学びでは，学びの仲

間に対する興味や関心を持つことが不可欠である。

なぜなら，仲間の学習状態や考え，感情を知らな

ければ，仲間への関わり方が一方的なものとなっ

たり，集団での活動にも関わらず自己中心的な活

動に終始してしまったりするからである。

この他者の思考や感情に対する興味関心は，共

感的好奇心と呼ばれ，社会的認知や情動知性との

関連が示されている 。一方で，

知的好奇心との関連や知的好奇心と同様の過程を

持つのか否かは明らかになっていない。

そこで，本研究では共感的好奇心の指標として

他者意識を取り上げ，他者に対する興味や関心が

パーソナリティ特性としての知的好奇心（拡散的

好奇心・特殊的好奇心）の高低によって異なるか

否かを検討する。また，野上 が示した知識

量の違いによって好奇心に差が生じる現象が，共

感的好奇心においても起きるのか否かについても

検討する。

方 法

対象者 大学生 名（女性 名 男性 名，

平均年齢 歳）

質問紙 （ ）知的好奇心尺度 項目（西川・雨

宮 ），（ ）他者意識尺度 項目（辻 ），

で構成した。 の尺度は，対象を変えて 回評定

させており，質問紙は全 項目であった。

手続き 回答用紙を配布し，対象者のペースで回

答させた。全ての項目は 件法により，自分にど

の程度当てはまるかを回答させた。 の尺度は，

親しい人（家族・友人・恋人）と全く関わりのな

い他者を想定させて，それぞれ回答させた。回答

時間は約 分であった。

結 果

親しい人と全く関わりのない他者に対する他者

意識尺度の得点の平均と標準偏差を下位尺度ごと

に示したものが である。対象に関する知

識量の多い親しい人と少ない他者で各尺度の平均

に差があるか否かを調べるために対応のある 検

定を行った。その結果，内的他者意識と空想的他

者意識において，親しい人の平均得点が他者のそ

れよりも有意に高かった。

次に，パーソナリティ特性としての知的好奇心

の高低によって対象ごとの他者意識に差があるか

否かを検討するために，拡散的好奇心得点の高群

と低群，および，特殊的好奇心の高群と低群を参

加者間要因とする × の混合計画による分散分

析を行った。その結果，全ての分析で交互作用は

有意でなかった。外的他者意識では両要因の主効

果も有意ではなかった。対象要因は内的他者意識

と空想的他者意識において主効果が有意（ ＞

）であった。拡散的好奇心の要因も内的他者

意識と空想的他者意識において主効果が有意（

＞ ）であった。しかし，特殊的好奇心の要因

は内的他者意識と空想的他者意識の主効果は有意

ではなかった。

考 察

対象に関する知識量が多い親しい人の内面的他

者意識や空想的他者意識は，対象に関する知識が

ない他者へのそれらより高いことから，共感的好

奇心も知的好奇心と同様に，知識量と情報探索傾

向に関連があることが示された。また，外見上の

変化や特徴に対する気づきには対象の違いや好奇

心による差はないことも明らかになった。一方で，

共感的好奇心における対象と知的好奇心の交互作

用は有意でなく，好奇心が高いからといって関係

のほとんどない他者の内面に親しい人と同様に興

味関心を持つわけではないことが示された。

Table 1 他者意識尺度の平均値（SD）と t 検定の結果

3.54 (0.69) 2.77 (0.91) 8.77 **

3.06 (0.79) 3.11 (0.97) 0.61

3.16 (0.96) 2.20 (0.94) 9.61 **

*p<.05, **p<.01  (n =125)
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